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1. はじめに
平成 16 年度経済産業省・IPA「オープンソースソフトウェア

活用基盤整備事業(学校教育現場におけるオープンソースソフ

トウェアの活用に向けての実証実験）」、平成 17 年度経済産

業省・(財)コンピュータ教育開発センター教育情報化促進基

盤整備事業「オープンスクールプラットフォーム」においてつ

くば市・岐阜地域プロジェクトのつくば市地域実証実験に取

り組んだチームが中心となり、平成 18 年度の「オープンスク

ールプラットフォーム」プロジェクトで Linux/OSS の実証実

験を行っている。本年度は、今後 IT 環境を整備または、IT 活用

の促進を図ろうとしている地域から、2 つの教育事務所管轄に

跨った風土のまったく異なる、神栖市矢田部小学校,かすみが

うら市志筑小学校,つくばみらい市谷和原中学校が実証実験

に参加している。過去 2 年間の実証実験と本年度の実証実験

の途中経過の様子を含め、Linux/OSS の学校教育現場におけ

る授業活用を紹介するとともに広く事例を紹介する。

2. プロジェクト概要
児童・生徒用の OSS デスクトップ環境は、 3 校とも

Turbolinux がインストールされたノート PC を使用する。校

内には無線 LAN を構築し、日立情報通信エンジニアリング社

製 リユース PC “Reco” を使用する。また、ノート PC 導入お

よび管理には、クラスルーム PC 管理システムを使用して各

PC の諸設定を行う。

実証実験対象の 3 地域は、それぞれの地域ごとにサポート体

制を変えて運用することで複数のサポート形態の検証、運用

方法の確立を行う。本実証実験において作成する OSPパッケ

ージは、今後 IT 環境の整備や IT 活用の促進を図ろうとして

いる地域において、Linux/OSS を容易に導入、活用、管理がで

きるよう検証、作成を行う。

更に実験期間中に対象校から実践事例の抽出を行い、抽出し

た実践事例や使用したコンテンツ、ソフトウェアなどの情報

も含めた形でパッケージを作成していくことで OSPパッケ



ージの他地域での活用促進につなげて行く。

図 1.OSP プロジェクト茨城実証実験対象校

3. 遠隔授業活用

3.1.1. 遠隔授業活用

2 年間の実証実験において最も多かった活用事例はコンテ

ンツを使用した活用例であるが、遠隔授業の活用において下

記の 3 つに分類し説明する。

a,コンテンツなど電子資料を活用した学習

b.遠隔地とのリアルタイムの共同学習。

c,遠隔地とのタイムラグのある共同学習

上記の３つに分類された遠隔授業活用において項目別で考え

る。情報のやり取りが片方向の場合には、相手が居ない為”a.”

の「コンテンツなどの電子資料を活用した学習」は、いつデー

タを取得しても時間を気にせずに学習が出来る。それ以外の

の 2 つの項目は、相手が存在しているため情報のやり取りが

双方向になる。相手の居る情報伝達は、伝達する範囲を「いつ、

だれと、何を、どこまで」伝えるのかを考えなければならない。

また、遠隔であることで相手の表情、周辺の様子などを伝達す

る場合には、相手との時間軸を合わせる必要がある。時間軸を

合わせない場合には、表情や周辺の様子など人間的な部分を

文字などで表現することが難しいため、動画などを利用する。

しかし、TV 会議のような息遣いまで相手に伝えるといったコ

ミュニケーションのレベルまでには至らない。基本的には、メ

ールや掲示板といったツールやソフトウェアを活用して時間

軸を気にせずに活用する方法が多い。情報伝達が片方向か双

方向かを分類し、時間軸を考えることで授業者は授業内容に

即した活用方法を選択できる。更に授業活用することによっ

て教科の取り組み方法が変わっていくる。また、授業の活用に

特性が生まれる。

a,コンテンツなど電子資料を活用した学習

・授業教材としてコンテンツ利用（授業型メイン活用)

・授業補完としての資料利用(授業型サブ活用)

・復習または予習の教材活用(自己学習型メイン活用)

・辞書の様な一部分の教材活用(自己学習型サブ活用)

コンテンツ活用の場合には、片方向で遠隔授業が出来る。つく

ば市において国語の授業で活用した際、テストの平均点が 84

点から 93点に向上した。また、更に理科などの実験の様な体

験学習では一定の条件下において実験が成功するが、実験が

失敗する場合もある。実験が失敗した場合には成功例として

示す際に活用することができる。更に繰り返し実験の様子を

見ることも出来る。教育コンテンツが増えてきている中で購

入したコンテンツの場合には、最新の学習指導要領に沿った

内容に変更する必要がある。そのままで問題の無いものはよ

いが update する必要があるものに関しては料金が発生する場

合がほとんどである。オンラインにおいてコンテンツにアク

セスする方式の場合には、コンテンツの update の料金はかか

らないが、有料のコンテンツにアクセスする場合にはライセ

ンスを購入する（期間の場合もある）必要があり、コンテン

ツの購入する場合と共に大きな金額を支払う場合がほとんど

である。しかし、無料コンテンツの存在等もある。NHK などの

教育用コンテンツの場合は、OSやブラウザは出来る限り互換

を気にして作成しているので特定の OSやブラウザだけしか

見られないといった現象は無い。有料コンテンツの場合には、

特定の OS に依存した形で作成されている場合もある。この問

題に関しては、情報処理推進機構 (IPA) の 2005 年度下期オー

プンソースソフトウェア活用基盤整備事業の一環として実施

している「Web コンテンツの相互運用性を改善するフィルタ

リングサーバの開発」で三菱総合研究所が取り組み問題解決

を図っている。（TouchUpWeb とは、 ブラウザの依存性による

特定ベンダーへのロックインを少しでも軽減することを目的

として、コンテンツの問題点を修正するフィルタを提供し、動



的にコンテンツに修正を加えることによって、 OSS のブラウ

ザでも、そのような Web サイトを正しく閲覧できるようにし

た Firefox の拡張機能である。）

更に、有料コンテンツと無料コンテンツの違いがコンテンツ

の質として明確に感じられないものもある。また、活用する教

員がコンテンツをただ流しているだけでは却って逆効果であ

った例もある。教師が授業内容に対して目的を持って使用す

ることでコンテンツの価値が変わってくる。

写真 1.理科コンテンツ

写真 2.理科コンテンツで調べた内臓の位置、機能

写真 3.算数　Webcom データ作成(音声付データ)

b, 遠隔地とのリアルタイムの共同学習 

・音声と動画での授業(情景、人間感情などの様子伝達型)

・音声とリアルタイムにソフトウェアを接続した授業(人間感

情などの様子伝達型)

・音声とタイムラグのあるデータを使用した授業(人間感情な

どの様子から議論発展型）

・リアルタイムにソフトウェアを使用した授業(議論型)

リアルタイム活用の場合には、双方向の遠隔授業が相手との

同一時間軸で可能となる。同一の時間軸で一緒に授業を行い

コミュニケーションを図る場合、相手の表情といった人間的

な様子を伝える場面などに用いられる。

実践例として、英語の 3 校共同学習で Webカメラを接続し

gnomemeeting を使用した 3 校同時テレビ会議といった英語の

共同学習にてコミュニケーション、学校紹介などを事前に掲

示板を使用して紹介し、遠隔先の学校の生徒から英語での意

見のやり取りを行うといったコミュニケーションを図る授業

を行った。動画と音声の授業であるため、相手に対して周りの

様子や表情を伝えるといった文字では表せない部分（表情や

発音などの人間的な部分等）を伝える授業において活用した。

小学校においても自分たちの学校を紹介する等、総合学習で

伝える授業活用も行った。しかし今までの実践の中で感じた

ことは、コミュニケーションを取るといっても自分たちの学

校からでは生まれない意見や視点を見つけることが重要であ

り、意図の無いコミュニケーションは無駄に終わってしまう

可能性が高いということである。また、記録が残らないため後

から見直すことが出来ない。こうした点を補うために、補完的



に記録が残るようにすることなどを含めて、ひとつ踏み込ん

だソフトウェアの活用がある。KB(Kneading Board）というソ

フトウェアを活用することにより、リアルタイムに課題や物

事に対しての議論もしくは意見を練り上げていく事ができた

り、コンセプトマップのように新たな視点・意見の発見とい

った活用が遠隔にてリアルタイムに行える。もちろん、データ

が残るため見直したり、残ったデータを踏まえて次の学習が

出来る。音声とタイムラグのあるデータを活用した授業方法

もある。この場合は、相手にそのデータが見えることが前提と

なるが、OSS を活用することでこの部分はクリアできる。例え

ば OpenOffice の Impress（プレゼン ソ フ ト ) を 活 用 して

PPT、flashや PDF に保存してデータを送信したり、相手の学校

に金額の高い Office が入っていない場合には OpenOffice をイ

ンストールしてもらうことで解決できる。

記録に残すことを考えると OpenOffice、KB といった他のソフ

トウェアとの併用的な活用の必要がある。

写真 4.英語　3 校共同学習

写真 5.英語　3 校共同学習　gnomemeeting

写真 6.総合　学校プレゼンテーション

写真 7.理科　KB を活用した遠隔授業

c,遠隔地とのタイムラグのある共同学習



・メール、掲示板型コミュニケーション学習(意見や情報伝達

型）

・共通利益のある共同研究などの学習(同一目標による情報

共有型）

・担当部分部品積み立て型共同学習(同一目標による集約型)

タイムラグのある学習には、双方向の遠隔授業は出来るが時

間軸がずれてしまう。その為、失敗例の多くは相手からの返事

の期間が開きすぎてしまったため児童・生徒が対応し切れな

くなる、もしくは飽きてしまうと言った場合である。しかし、

じっくり考える時間などが必要で早急な回答が不必要な場合

には十分有効である。実践例として、授業活用以外の部分にお

いて活用事例が多いが小学生が中学生に対して職場体験の質

問を投げて回答が来るといった時間のズレがある場合の学習、

川の生き物の調査で上流、中流、下流と共通の研究でそれぞれ

の調査したものをお互い補完しながら研究していく授業、チ

ームに分かれて担当部分を作成してまとめて積み上げひとつ

の課題をクリアしていくといった学習に活用されている。記

録は残るので何度も見直し、そのデータを踏まえた学習、研究

の引継ぎを行い次の学年がそのデータを見て研究を行うとい

った授業が行われている。授業で活用するためには、授業時間

内に作成できなかったデータを別の授業で作成、相手から渡

されたデータに手を加えて相手に渡すと言った事ができるこ

とが望ましい。実践されているソフトウェアの多くは追加、修

正が可能なソフトウェアであり、それができなければタイム

ラグのある生徒が授業活用といった場合においては難しい。

写真 8.　国語　掲示板をメールとして使用

3.1.2.授業活用においてのOSS活用による視点

遠隔授業の 3 つのポイントを踏まえ、それぞれの利点と欠点

を取り上げてきたが、それ以外にも以下のマイナス点が挙げ

られる。

・わからないといった場合、サポートする相談先を知らない。

・学校に導入されている PC が特定の OS もしくはブラウザ、

高価な Office スイートである。

・高価な互換性の無い学習用ソフトウェアを導入している。

・地域的に IT 環境の整備が整っていない。

・先生が IT 活用自体を難しいと認識している。

・先生が IT 活用をしたことが無い。

しかし、これらのマイナス点は OSS で解決を図ることができ

る。現在取り組んでいる Open School Platform Project の茨城に

おいては IT 環境の整備もしくは活用の進んでいない地域に

対して実証実験を行っている。その実例から環境の違い、互換

性といった問題に対しては、OSS では互換性のあるソフトウ

ェアでの活用が可能で、事例の蓄積を本プロジェクトにおい

ても行っている。最終的に OSPパッケージに導入事例も含め

ることで、IT 環境の整っていない地域などに対しても CD を

利用するだけで低価格にて OSS 環境の導入や環境が可能と

なり、実践も行うことができる。

図 2.OSPパッケージ

こうしたことにより、ほとんどの問題が解決できると予想さ

れる。更に、低価格の導入を行うことで浮いた部分をサポート

費用にまわすことができる様になり、サポートモデルを適用



したベンダのサポートが受けられ、OSS 活用による心配・不

安なども軽減することができる。活用を促進させるために下

記のサポートモデルの調査・検証を行っている。

図 3.3 つのサポートモデル

発注側が各フェーズごとに入札などを行うことで柔軟に発注

も行えるようになり、導入やサポート費用を各フェーズに分

け発注/受注を行うことで、導入費用、導入直後の初期サポー

ト、安定運用時のサポート費用を別々に試算することができ

るのではと考える。フェーズ毎に異なるベンダが対応もしく

は得意分野のフェーズを担当するベンダとがチームを組むこ

とで、サポートビジネスの間口が広がり、費用も抑えた形でサ

ポートを行うことができるのではないかと予想できる。更に

Linux/OSS のサポートが充実すれば学校教育現場における IT

の活用も広がるものと考える。遠隔授業の３つのポイント以

外のマイナス要因を取り除くことで遠隔教育の活用が増える

ようにしたい。

4. Linux/OSSで使用している遠隔授業活用ソフト
ウェア

本プロジェクトにおいて活用（現在)しているソフトウェ

アは下記のソフトウェアである。

・Webcom(Linux版)

・KB(Kneading Board)

・gnomemeeting(H323 を使用し TV 会議)

・skype(音声のみ)

・firefox

遠隔授業において使用出来るソフトウェアは OSS では探して

いくことで多数あると思われる。しかし、OSS に限定されたこ

とではないが、児童・生徒だけでなく教職員も含めインター

フェースがわかりやすく簡単であることが活用されるための

条件である。更に、こうしたソフトウェアだけでなく、活用す

るために他のソフトウェアと並用することで学習効果のある

実践が行える。

5. 最後に
特定の OS もしくは、特定の高価なソフトウェアだけにロック

インした活用は、遠隔授業活用の阻害要因となる。授業の活用

方法で取り組んでもらえないと言ったことは稀で学校間の設

備や環境の差で遠隔授業を断念する場合が多い。OSS を普及

することは、学校教育現場のマルチプラットフォーム化を推

進し、IT 環境の互換を達成することに貢献する。さらには、ひ

とつの殻に閉じこもらない世界へと進んでいけるのではと考

えている。OSS の文化「共に学び作り上げる」「コミュニティを

重視する文化」といったことは共同学習などの遠隔授業と同

じ意識であり、考え方も同じである。もちろん共同学習の際に

は、つくば市の並木小学校の様に、児童と教師の意識に OSS

の文化が芽生えることで学習効果が上がっている例もある。

また、教育コミュニティを形成することで更なる活用事例の

拡大や教育効果のある実践事例が生まれてくることも実証さ

れている。　　

我々 Linux/OSS の推進企業は、これから IT 教育の発展のた

めの道を地道に整備し、未来ある人材の通り道を作る必要が

あることに目を向けて Linux/OSS の推進活動を行なっていき

たい。
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